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線 材 製 品 （ 鉄 線 ・ 針 金 ・ 釘 ） 製 造 業  

 
中 国 か ら の 線 材 製 品 の 輸 入 量 は 、 同 国 の 旺 盛 な 内 需

に 伴 っ て 減 少 し て お り 、 中 国 製 線 材 製 品 に 影 響 を 受 け

る 国 内 の 普 通 鋼 線 材 製 品 メ ー カ ー に 一 服 感 が 見 ら れ

る 。  

し か し 、 こ れ は 一 時 的 で 、 中 国 で の 線 材 製 品 の 供 給

が 過 剰 と な れ ば 、 対 日 輸 出 は 再 び 増 加 す る と み ら れ る 。 

従 来 、 日 本 製 線 材 製 品 に 比 べ 、 中 国 製 製 品 が 不 利 と

さ れ て い た 短 納 期 対 応 や 品 質 で 、 追 い つ か れ つ つ あ り 、

国 内 普 通 鋼 線 材 製 品 メ ー カ ー の 経 営 は 、 今 後 も 厳 し い

状 況 が 続 く と 予 想 さ れ て い る 。  

こ れ に 対 し て 、 特 殊 鋼 線 材 製 品 メ ー カ ー で は 、 業 績

の 好 調 が 続 い て い る 。 特 に 、 自 動 車 向 け で は 受 注 が 増

加 し て い る メ ー カ ー も あ る 。  

業 界 の 概 況  

線 材 製 品 は 、鉄 鋼 の 線 材（ ワ イ ヤ ー ロ ッ ド ）を 伸 線 、

加 工 し て 製 造 す る 。 線 材 は 、 特 定 の 国 内 線 材 メ ー カ ー

か ら 仕 入 れ て い る が 、 安 価 な 中 国 製 の 線 材 を 仕 入 れ る

線 材 製 品 メ ー カ ー も あ る 。  

製 造 工 程 は 、 鋼 線 を 酸 洗 （ 硫 酸 ま た は 塩 酸 ） あ る い

は 機 械（ メ カ ニ カ ル デ ィ ス ケ ー リ ン グ ）で ス ケ ー ル（ 酸

化 被 膜 ） を 除 去 し 、 常 温 で ダ イ ス に 通 し て 引 き 抜 き 、

必 要 な 径 の 伸 線 に し て い く が 、 こ の 後 の 工 程 は 製 品 種

に よ っ て 異 な る 。伸 線 ま で で 仕 上 げ る の が「 普 通 鉄 線 」、

伸 線 の 後 、焼 き な ま し を す る の が「 な ま し 鉄 線 」、亜 鉛

め っ き を す る の が 「 針 金 」 で あ る 。 針 金 は 、 さ ら に 表

面 を 塗 装 し て 「 着 色 塗 装 亜 鉛 め っ き 鉄 線 」 や 、 塩 化 ビ

ニ ル で 被 覆 し て「 塩 化 ビ ニ ル 被 覆 鉄 線 」に す る 。釘 は 、
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伸 線 し た の ち 製 釘 す る が 、 そ の 後 は 製 品 種 に よ り 、 胴

部 に 特 殊 加 工 を し た り 、亜 鉛 め っ き や 塗 装 し た り す る 。 

線 材 製 品 は 、 一 般 的 に 二 次 製 品 と 三 次 製 品 に 分 け ら

れ る 。鉄 線 や 針 金 、釘 は 、「 線 材 二 次 製 品 」と 言 わ れ て

い る 。 ボ ル ト や 金 網 な ど は 、 線 材 二 次 製 品 を 材 料 に し

て 加 工 さ れ る た め 、「 線 材 三 次 製 品 」 と 言 わ れ て い る 。

し か し 、二 次 製 品 と 三 次 製 品 の 区 分 が あ い ま い な た め 、

ま と め て 「 線 材 二 次 、 三 次 製 品 」 と 言 わ れ る 場 合 も あ

る 。  

線 材 製 品 の 用 途 は 多 岐 に わ た り 、 建 設 、 土 木 、 自 動

車 、家 電 な ど 産 業 用 の 他 、家 庭 用 に も 使 用 さ れ て い る 。  

産 地 と し て の 大 阪  

江 戸 時 代 後 期 に 伸 線 加 工 を す る 職 人 が 枚 岡 地 域 に 集

積 し て い た が 、 生 駒 山 か ら の 水 を 動 力 に す る よ う に な

り 、 線 材 製 造 が 大 阪 で 次 第 に 増 え て い っ た 。 現 在 も 東

大 阪 市 の 枚 岡 地 域 と 高 井 田 地 域 に メ ー カ ー が 集 積 し て

い る 。  

平 成 1 6 年 に お け る 大 阪 府 内 の 事 業 所 数 及 び 出 荷 額

は 、 普 通 鋼 鋼 線 で 2 8 事 業 所 、 4 9 4 億 4 百 万 円 、 針 金 で

4 事 業 所 、4 4 億 8 7 百 万 円 、鉄 丸 釘 で 8 事 業 所 、6 億 3 7

百 万 円 、鉄 特 殊 釘 で 1 4 事 業 所 、 7 9 億 8 7 百 万 円 と な っ

て い る 。い ず れ の 製 品 も 大 阪 府 内 の 事 業 所 、出 荷 額 は 、

全 国 の な か で 最 も 多 い 。 な か で も 普 通 鋼 鋼 線 の 大 阪 府

内 の 全 国 シ ェ ア は 、 事 業 所 数 で 3 3 . 3 ％ 、 出 荷 額 で

3 8 . 1 ％ と な っ て い る（ 経 済 産 業 省『 工 業 統 計 表  （ 品 目

編 ）』 従 業 者 4 人 以 上 ）。  

普 通 鋼 線 材 製 品 メ ー カ ー の 経 営 は 厳 し い も 一 服 感  

一 般 に C H ワ イ ヤ ー と 呼 ば れ る 冷 間 圧 造 用 鋼 線（ C o l d  

H e a d i n g  Q u a l i t y  W i r e ） の 加 工 を し て い る メ ー カ ー で

は 、 業 績 の 好 調 な と こ ろ が 多 い 。 と り わ け 自 動 車 向 け



3 

の C H ワ イ ヤ ー を 加 工 す る メ ー カ ー の 業 績 は 好 調 で あ

る 。  

し か し 、 鉄 線 、 針 金 、 釘 の メ ー カ ー の 業 績 は 、 厳 し

い 状 況 が 続 い て い る 。 た だ 、 線 材 製 品 の 輸 入 量 が 多 い

中 国 の 内 需 が 活 発 で 、 対 日 輸 出 が 減 少 し て い る た め 、

日 本 の 線 材 製 品 メ ー カ ー で は 、 今 年 に 入 り 、 中 国 製 品

と の 競 合 に 一 服 感 が 見 ら れ る 。  

増 加 が 予 想 さ れ る 中 国 製 線 材 製 品  

日 本 製 線 材 製 品 は 、 品 質 が 安 定 し て お り 、 ユ ー ザ ー

か ら 高 い 信 頼 を 得 て い る 。 と り わ け 長 寿 命 、 高 耐 久 が

求 め ら れ る 製 品 や 人 命 に か か わ る 製 品 で 、 輸 入 品 に 対

し て 優 位 性 が あ る 。 ま た 自 動 車 向 け の 線 材 製 品 は 、 自

動 車 メ ー カ ー の 品 質 に 対 す る 要 求 水 準 が 高 く 、 線 材 、

線 材 製 品 と も 国 内 で 製 造 し て い る 場 合 が 多 い 。  

し か し 、 高 い 品 質 を 求 め な い 製 品 で は 、 安 価 な 中 国

製 線 材 を 原 材 料 に 国 内 メ ー カ ー で 製 造 し た 線 材 製 品 や 、

中 国 製 の 線 材 製 品 の 需 要 が 高 ま っ て い る 。 こ の た め 、

国 内 の 線 材 製 品 メ ー カ ー に は 、 価 格 引 下 げ の 圧 力 が 常

に か か っ て い る 。 と り わ け 大 阪 府 内 に 多 い 建 築 向 け の

線 材 製 品 メ ー カ ー は 、 こ う し た 影 響 を 大 き く 受 け て い

る 。  

例 え ば 、釘 は 、住 宅 メ ー カ ー や 、釘 打 ち 機 の メ ー カ ー

に よ る 需 要 量 が 、 国 内 の 総 需 要 量 の 6 割 か ら 7 割 を 占

め る と さ れ る が 、 こ れ ら メ ー カ ー は 中 国 か ら 輸 入 し て

い る と こ ろ が 多 い 。 残 り 4 割 か ら 3 割 の な か の 大 口 需

要 者 で あ る ホ ー ム セ ン タ ー も 、 中 国 か ら 輸 入 し て い る

と こ ろ が あ る 。  

上 述 し た よ う に 、 最 近 は 、 中 国 国 内 の 内 需 が 活 発 な

こ と も あ り 、 中 国 か ら の 輸 入 量 が 減 少 し て い る が 、 線

材 、 線 材 製 品 共 に 輸 入 は 、 益 々 、 増 加 す る と 予 想 さ れ
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て い る 。  

製 造 原 価 の 増 加  

こ う し た 中 国 製 品 と 厳 し い 競 合 関 係 に あ る 一 方 で 、

鉄 鉱 石 、 亜 鉛 、 ニ ッ ケ ル 、 石 油 の 価 格 が 上 昇 し て い る

こ と か ら 、 鋼 材 な ど の 原 材 料 費 や め っ き な ど の 加 工 費

が 上 昇 し 、 製 造 原 価 が 増 加 し て い る 。 今 後 、 樹 脂 の 仕

入 価 格 や 運 賃 の 上 昇 が 予 想 さ れ て お り 、 利 益 へ の 圧 迫

は 、 さ ら に 大 き く な る も の と 考 え ら れ て い る 。  

こ う し た 鉱 物 原 料 の 価 格 上 昇 は 、 国 内 メ ー カ ー の 製

造 原 価 だ け で な く 、 海 外 メ ー カ ー の 製 造 原 価 も 押 し 上

げ て い る 。 こ れ ま で 針 金 の 輸 入 量 は 、 韓 国 か ら が 最 も

多 か っ た が 、 今 年 に 入 り 前 年 比 で 半 減 し て い る 。 こ れ

は 、 亜 鉛 の 値 上 げ に よ る 影 響 と 言 わ れ て い る 。  

針 金 の 輸 入 は 、韓 国 に 代 わ っ て 中 国 が 伸 び て い る が 、

今 後 、 日 本 製 品 に と っ て 脅 威 に な る と の 見 方 が さ れ て

い る 。  

住 宅 地 化 が 進 む 工 場 周 辺  

工 場 周 辺 の 宅 地 化 に よ っ て 、 騒 音 や 振 動 に よ る 苦 情

対 応 に 追 わ れ る 東 大 阪 地 域 の 工 場 の 例 も あ る な ど 、 住

工 混 在 の 進 展 に よ る 環 境 問 題 が 、 大 き な 課 題 と な り つ

つ あ る 。  

線 材 製 品 メ ー カ ー は 、 設 備 を 移 動 さ せ る の に 莫 大 な

費 用 が 生 じ る た め 、 工 場 の 移 転 は 難 し い 。 そ の た め 各

社 と も 周 辺 住 民 と 調 和 を 図 ろ う と 、 い ろ い ろ な 試 み を

行 な っ て い る 。 例 え ば 、 騒 音 や 振 動 が 発 生 す る 設 備 を

工 場 の 中 心 に 移 動 さ せ 、 住 宅 か ら 遠 ざ け る こ と で 軽 減

を 図 っ た り 、 外 壁 や 工 場 の 美 装 や 植 樹 な ど に よ っ て 工

場 を 目 立 た な い よ う に 工 夫 を し た り 、 あ る い は 休 日 に

工 場 内 を 周 辺 住 民 の 駐 車 場 に 開 放 し た り と い っ た 対 応

を し て い る 。  
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し か し 、 騒 音 や 振 動 を 出 さ ず に 設 備 を 稼 動 さ せ る こ

と は 困 難 で 、 周 辺 住 民 と の 調 和 を 図 る た め の 対 応 に も

限 界 が あ る 。 ま た 、 業 績 の 好 調 な メ ー カ ー で は 、 工 場

用 地 を 拡 張 し よ う に も 、 拡 張 で き な い と い う 悩 み も 抱

え て い る 。  

抜 本 的 な 解 決 が 困 難 な 問 題 だ け に 、 メ ー カ ー は 対 応

に 苦 慮 し て い る 。  

今 後 の 見 通 し  

短 期 的 に は 、 中 国 国 内 の 需 要 動 向 が 日 本 の 線 材 製 品

メ ー カ ー の 業 績 を 左 右 す る 要 因 に な る と 考 え ら れ る 。  

中 長 期 的 に は 、 品 質 向 上 か ら 用 途 が 広 が り 、 中 国 製

の 普 通 鋼 線 材 製 品 の 輸 入 量 は 増 加 す る と 見 ら れ 、 日 本

の 線 材 製 品 メ ー カ ー の う ち 市 場 で の 競 争 力 が 弱 く 、 経

営 体 力 の な い メ ー カ ー は 、 市 場 か ら 退 出 せ ざ る を え な

く な る と の 厳 し い 見 方 も さ れ て い る 。  

あ る 線 材 製 品 メ ー カ ー の 経 営 者 は 、 ク イ ッ ク ・ デ リ

バ リ ー（ 短 納 期 対 応 ）、少 量 多 品 種 へ の 対 応 、高 品 質 化 、

新 製 品 開 発 に よ る 付 加 価 値 で 、 中 国 製 品 と の 価 格 差 を

吸 収 す る と 語 っ て い た 。  

実 際 、 釘 で 2 , 0 0 0 種 か ら 3 , 0 0 0 種 あ る と も 言 わ れ る

多 品 種 小 ロ ッ ト の ユ ー ザ ー へ の 対 応 や 、 釘 の 頭 の 部 分

に サ イ ズ を 明 記 す る と い っ た ユ ー ザ ー に 対 す る 細 や か

な 配 慮 を し た 製 品 開 発 に よ り 、 ニ ッ チ な 市 場 で 競 争 優

位 性 を 発 揮 し よ う と し て い る メ ー カ ー も あ る 。  

一 方 で 、 線 材 メ ー カ ー と 線 材 製 品 メ ー カ ー が 協 力 し

て 、 川 上 か ら 川 下 ま で の 工 程 を 管 理 す る こ と で 製 造 原

価 の 低 減 を 図 り 、 中 国 製 線 材 製 品 に 価 格 面 で も 対 抗 し

よ う と す る 動 き が あ る 。  

今 後 、 さ ら に 増 加 が 予 想 さ れ る 中 国 か ら の 輸 入 に 、

日 本 国 内 、 と り わ け 大 阪 の メ ー カ ー が 厳 し い 経 営 環 境
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に さ ら さ れ る 状 況 は 続 く と 考 え ら れ る 。 中 国 製 品 に 対

し 、 継 続 的 な 競 争 優 位 を 築 く た め の 経 営 戦 略 と 、 そ れ

を 実 現 す る 経 営 者 の 意 思 と 実 行 力 が 求 め ら れ る 。  

（ 廣 岡  昭 彦 ）  

 

線材製品生産量の推移（全国）

トン 前年比（％） トン 前年比（％） トン 前年比（％） トン 前年比（％）
平成14年 672,774 -6.2 139,376 -9.6 38,237 -20.2 72,997 -9.0
  15年 639,440 -5.0 126,901 -9.0 35,936 -6.0 73,746 1.0
  16年 611,155 -4.4 128,354 1.1 35,577 -1.0 73,253 -0.7

      17年 544,844 -10.9 125,586 -2.2 27,453 -22.8 65,548 -10.5

  18年 1～  4月 188,963 -2.7 42,785 -2.4 7,779 -24.2 21,966 -0.4

針金 普通釘 特殊釘鉄線

資 料 ： 経 済 産 業 省 『 生 産 動 態 統 計 』。  
（ 注 ） 鉄 線 、 針 金 は 消 費 量 を 差 し 引 い て い る 。  

線材・線材製品輸入量の推移（全国）

トン 前年比（％） トン 前年比（％） トン 前年比（％） トン 前年比（％）
平成14年 12,250 -69.5 1,869 -57.9 35,244 27.3 26,350 9.5
  15年 113,367 825.4 5,443 191.2 37,116 5.3 29,808 13.1
  16年 125,747 10.9 5,259 -3.4 36,986 -0.4 35,525 19.2

      17年 239,796 90.7 15,531 195.3 49,711 34.4 42,664 20.1

  18年 1～  4月 88,278 45.8 4,885 -36.6 13,029 -28.4 15,020 19.2

普通線材 鉄線 針金 釘

線材・線材製品輸出量の推移（全国）

トン 前年比（％） トン 前年比（％） トン 前年比（％） トン 前年比（％）
平成14年 258,703 19.1 54,527 50.3 3,736 3.2 4,553 3.2
  15年 171,943 -33.5 47,476 -12.9 2,781 -25.6 4,004 -12.1
  16年 169,167 -1.6 43,647 -8.1 2,958 6.4 4,188 4.6

平成17年 91,936 -45.7 35,140 -19.5 3,244 9.7 4,216 0.7

  18年  1～  4月 32,593 -5.1 10,817 -9.9 864 -21.7 1,202 -12.9

普通線材 鉄線 針金 釘

    資 料 ： 線 材 製 品 協 会 。  

(注 )  3 表 と も 1 8 年 1～ 4 月 は 前 年 同 期 比 。  


